
地球温暖化をくい止める！
◆「こんなことできるの？」ではなく！
◆くい止めなければ、将来に危機がせまっています！
◆市民の一人ひとりが考え、行動する時は、今！
◆アメリカ大陸の原住民ネイティブ・アメリカンの人たち
　の自然観は「この大地自然は、子孫からの預かりもので
　ある」と考えています。
◆今、先進諸国の生活の仕方は、この預りものをズタズタ
　に破壊してきたと言っても、過言ではないでしょう。
◆その影響が、今いろんな形で我々の生活を脅かしつつあ
　ります。

 ●環境フォーラム

“地球温暖化について考えよう”
　地球温暖化が急速に進んでいる今だか
らこそ、あなたの子どもや孫、そしてあ
なた自身のために環境フォーラムにぜひ
参加してください。心からお待ちしてい
ます。
日時…9 月 20 日㈯午後 1時 30 分～ 4時
会場…コミセンやす大ホール
対象…どなたでも（申し込み不要）
内容…温暖化はどうしておこるのか？地球温暖化の現状、
そして将来は？温暖化を抑制するにはどんな行動が有効な
のか？私とあなたは、今何をすればよいか？等についてお
互い学び合います。
　また、環境基本計画のごみ・資源部会の取り組み報告や
エコドライブ実践方法の説明をします。
主催…環境基本計画推進会議「水と緑・安心の野洲」ごみ・
資源部会、環境課
問い合わせ…環境課☎ 589 － 6431、℻589 － 5069

◆汲取予定日に留守になる家庭は隣近所に頼んでおいてください。
◆土・日曜日、祝日は休みです。
◆野洲・三上・北野・祇王・篠原学区については、汲取の必要な場
合は予定日の２日ほど前から汲の赤い旗を作業員の見える所へ出し
てください。旗が出ていないときは、汲取はできません。
◆汲取の申し込み・支払いは、直接業者へ。
問い合わせ…環境課☎ 589－ 6431、℻589 － 5069

汲取予定日 行政区および字名
1日・2日 大畑・七間場
3日～ 5日 行畑・野洲
8日～ 10 日 小篠原・桜生・駅前

11日・12日・16日 市三宅・妙光寺
17日～ 19日・22日 三上
24日・25日 北桜・南桜

26日・29日・30日 五反田・山田・縄手・樋ノ尻・稲辻・冨波南
【奥村興業】
☎ 587－ 0015 、℻587 － 0352
フリーダイヤル☎ 0120 － 424110

汲取予定日 行政区および字名
1日・2日 久野部・竹生・北野一丁目
4日 冨波甲・冨波乙・五之里
8日 辻町・上永原
9日 上町・下町・上屋
11日 江部・中北・北
16日 小南・高木
18日 篠原駅前・長島
22日 成橋・街道
25日 入町・大篠原東町・大篠原西町

29日・30日 小堤
【近江美研】☎、℻同左

汲取予定日 行政区および字名
1日～ 3日 比留田
4日 西河原・吉地
8日 乙窪・北比江

10日・11日 比江・松林
16日 吉川・菖蒲
18日 六条
22日 井口・堤・安治

25日・26日 須原・野田・五条
29日 虫生・木部・八夫

【近江美研】
☎589－4870、℻589－2759

ふれあい教育相談センター

「土曜日教育相談」
を開催しています

　お子さんが学校での人間関係で悩んでいた
り、学校に行かない、または行きにくいという
状況でお過ごしの方、ふれあい教育相談セン
ターのカウンセラーがお子さんや保護者の話
をお聞きします。
　日ごろの悩みを解く糸口になるかと思いま
すので、今までふれあい教育相談センターに来
られたことのない方も、この機会にぜひご利用
ください。

■ 9月の「土曜日教育相談」
日時…9 月 13 日㈯午前 9時 30 分～正午
会場…ふれあい教育相談センター
対象…市内在住の小・中学生とその保護者
費用…無料
申し込み・問い合わせ…同センター☎ 587
－ 6925、℻587 － 2004
※相談はできるだけ事前予約してくださ
　い。（当日も可）

　土曜日教育相談は、奇数月の第 2土曜日
の午前中に定期的に行っています。
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◆まちかど博物館「吉地を歩く」
　■ 9 月 27 日㈯午後 1時 30 分から（市役所分
　　 庁舎 駐車場集合）※小雨決行
　　吉地の遺跡や文化財を探訪し、その魅力を再発見し
　ます。どなたでも参加できます。申込不要。参加費無料。
　※博物館友の会と共催

◆改修工事および館内燻蒸に伴う
　臨時休館のお知らせ
　■ 9 月 16日㈫～ 30日㈮
　10月1日からリニューアルオープンします！
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